
 
ᑄ体С (平成ࡃ ■  27 年 10 月 31 日現在) 

 

ᑄ 名 ᣁ ̝ 番 ӭ ˰     ৑ ᩓ ࡃ 話 番 ӭ ͳ     ᎋ 

ஜ   ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 550 042-784-1321  

߷ ހ 支 ৑ 252-0104 ዯғ 向Ҿ 1-4-11 042-782-2403 Ａ᳎Ｍ１Ө 

Ҿ ܿ 支  ዯғ Ҿܿ 3-2-5 042-782-8501 Ａ᳎Ｍ１Ө 252-0102 ࡃ

ɶ ᣼ 支 ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 550 042-784-1326 Ａ᳎ＭᲬӨ 

ɸ ߷ 支 ৑ 252-0154 ዯғ ᧈᇦ 795-1 042-784-3131 Ａ᳎Ｍ１Ө 

青 ᣼ Ҿ 支 ৑ 252-0161 ዯғ 青᣼Ҿ 1612 042-787-0003 Ａ᳎Ｍ１Ө 

内 ᣂ 支 ৑ 252-0175 ዯғ ᒉ௶ 989 042-685-0211 Ａ᳎Ｍ１Ө 

相 ೉ ฯ 支 ৑ 252-0172 ዯғ ɨແஜထ 3 042-684-2525 Ａ᳎Ｍ１Ө 

ᕲ ᣼ 支 ৑ 252-0184 ዯғ ݱณ 1687-4 042-687-4511 Ａ᳎Ｍ１Ө 

ཊ ᣼ 支 ৑ 252-0186 ዯғ ཊ᣼ 4229-1 042-689-2311 Ａ᳎Ｍ１Ө 

Ʀの˂事業৑ 

ＪＡᅦᅍƪǎうおう᫾ 

ƾǕƋい支援ǻンǿー 
252-0159 ዯғ ɤȶங 308-1 042-784-1213 介ᜱ事業৑ 

Ƌ ぐ り ん ƣ つ く い 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 625-1 

Ⴚ٥৑ 

農အငཋႺ٥ 

生င資材ᝤ٥ 

042-850-4183 

資材᫾ 

042-780-0850 

ᕲ ᣼ ט ᑸ ǻ ン ǿ ー 252-0185 ዯғ 日ᡲ 620 042-686-7431  

Ｊ Ａ 会 ᫾ 252-0105 ዯғ 久̬එ 3-1-4 042-783-6001 ᔀᅛ 

子会社 (ఇ)郡農င業 

ஜ 社 252-0152 ዯғ ٽ井 139-5 042-784-1011  

ɶ ᣼ 給 ඗ ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 981 042-784-2637  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

Ფᚡ᠍した金᫇は、ᘙᅆҥˮச฼をЏりਾてᘙᅆしておりますので、合ᚘとɟᐲしないئ合がƋります。 

Ფ金᫇については、Ცόのئ合は「Ყ」、ᘙᅆҥˮச฼のᇢ数がƋるئ合は「Ც」でᘙᚡしています。 

 
 
 
 

発行Ჴ津久井郡農業協ӷ組合 

Ƅ252-0157 ᅕډ߷Ⴤ相೉Ҿࠊዯғɶ᣼ 550   

TEL 042-784-1321 / FAX 042-784-1322 

ホームページ http://www.jakanagawa.gr.jp/tsukui/ 

σฎ事業についての相ᛩᆸӝは・・・ 

JA σฎ相ᛩ受˄ǻンǿー 

(μ׎σฎ農業協ӷ組合ᡲ合会μ׎ஜ部内) 

ᩓ話ᲴᲪ１ᲬᲪᲧᲯᲭᲰᲧᲪᲳᲭ  

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ 

日・ᅔᅛ日およびם) 12 月 29 日᳸1 月 3 日をᨊく) 

̮用事業についての相ᛩᆸӝは・・・ 

ᅕډ߷Ⴤ JA Ȑンク相ᛩ৑ 

(ᅕډ߷Ⴤ農業協ӷ組合ɶځ会内) 

ᩓ話ᲴᲪᲮᲯᲧᲰᲲᲪᲧᲭᲪᲱᲳ  

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ 

(JA の˞業日をᨊƖます) 

ＪＡ津久井郡はおܲ様の٣をᛗ実に受けഥǊます 

ＪＡ津久井郡では、組合員・利用者の皆さまにご฼ឱいただけますよう日᪭から࣎がけておりますが、当ＪＡの業Ѧ活動につ

いてごɧ฼をज़じましたら、最݃りの支৑(ࡃ)またはஜ৑相ᛩᆸӝ(リスク管理ᛢ)までおဎしЈください。 

当ＪＡは、よりɟޖの「̮᫂」と「࣎ܤ」をおފけするたǊ、おܲ様の٣をᛗ実に受けഥǊます。 

JA 津久井郡 ዮѦ部 リスク管理ᛢ 

ᩓ話ᲴᲪᲮᲬᲧᲱᲲᲮᲧᲳᲪ１Ხ  

ᩓ子ȡールᲴLC�VUWMWK�TKUWMW"ON�MP�LC�QT�LR 

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ (ＪＡの˞業日をᨊƖます) 



 
■ 経営理念 

～ わたしたちは、農業の発展を通じて 

          豊かな地域社会の実現に貢献します ～ 

 

わたしたちの使命は、ここに集う組合員のこころと生活を豊かにすることです。このため、農業協同組合の特性を

生かして、農業を基軸とした様々な活動に取り組みます。 

そして、組合員の繁栄は地域社会と共有され、明るい未来へつながるものと信じています。 

経済的な豊かさ・こころの豊かさを、すべてのひとびとが分かち合う公平な地域社会が実現すること、それがわた

したち JA 津久井郡の願いです。 

 

■ トピックス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域貢献活動 

 

■ 全般に関する事項 

 

 

 

 

                  

 

 

 

(単位：千円・人) 

項  目 
平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

組合員数 出資金 組合員数 出資金 

正 組 合 員 3,332 408,900 3,321 406,307

准 組 合 員 8,150 470,224 8,219 469,135

脱 退 者 － － (44) 3,852

処 分 未 済 持 分 － 7,257 － 6,687

合   計 11,482 886,381 11,540 885,981

□ 組合員・出資金 

□ ＪＡ津久井郡「自己改革プラン」を策定 

当ＪＡでは、ＪＡグループが掲げた基本目標である「農業者の所得増大」、「農業

生産の拡大」、「地域の活性化」の実現に向け、支部座談会や各種組織討議による組

合員の声や地域情勢を反映した「自己改革プラン」を策定いたしました。なお、重

点取り組み項目は右記のとおりです。 

正組合員 

28.78% 

准組合員 

71.22% 

正・准組合員比 

■重点項目として取り組むこと 

・営農指導体制の確立 

・販売事業の強化 

・生産購買事業の強化・再構築 

・地域の活性化 

・業務執行体制の見直し 

ＪＡ津久井郡は、相模原市のうち西部(旧津久井郡)を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合

員となり、「相互扶助」(お互いに助け合い、お互いに発展していくこと)を共通の理念として運営される協同組織で

あり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。 

当ＪＡは地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活動を展開しています。

また、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や

助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

□ 通常総代会 

平成 27 年５月 16 日に第 56 回通常総代会が開催されました。総代 524 名が

出席し、平成 26 年度事業報告や剰余金処分案、平成 27 年度事業計画の設定につ

いて、賦課金の賦課徴収や役員報酬の決定など、全７議案が原案通り可決決定しま

した。 

第 56 回通常総代会

 
(平成 27 年８月末) 
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■ 単体自己資本比率 

 

平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

20.55 ％ 19.86 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 主要勘定の状況 

 

科  目 平成 26 年 8 月末 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 計画対比 

貯    金 124,354 122,621 123,036 99.30

貸  出  金 30,741 30,192 29,765 99.92

預  け  金 81,836 80,809 81,606 98.93

有 価 証 券 14,270 13,919 13,884 102.12

 

■ 有価証券の時価情報 

 

種  類 
平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

帳簿価額 時 価 評価損益 帳簿価額 時 価 評価損益 

売 買 目 的 － － － － － －

満 期 保 有 目 的 8,329 8,754 424 8,329 8,689 359

そ の 他 5,343 5,589 246 5,332 5,555 222

合  計 13,672 14,344 671 13,662 14,244 582

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己資本比率の基準 

国 内 基 準 …４％以上 

(国内だけで事業を行う金融機関の法的基準) 

国際統一基準…８％以上 

(海外営業拠点を有する金融機関の法的基準) 

JA は国内基準の『４％以上』に該当しますが、自主ルール(JA

バンク基準)により『８％以上』とグループ独自のハードルを

設定しています。 

(単位：百万円) 

(単位：百万円・％) 

(注) １．平成 18 年 3 月 28 日金融庁・農林水産省告示 2 号「農業協同

組合等がその経営の健全性を判断するための基準」に定められた

算式に基づき算出しています。 

    ２．平成 27 年 8 月末の自己資本比率算定上、期末の外部流出予定

額は未定であることから控除していません。 

（注） １．8 月末の有価証券の時価は 8 月末日における市場価格等に基づく時価としています。 

２．帳簿価額は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券またはその他目的有価証券については償却原価適用

後、減損適用後の帳簿価額を記載しています。 

(単位：％) 

19.86 20.55 

平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

（注） 計画対比は、年間計画と平成 27 年８月末実績との対比となります。 

みんなのよい食プロジェクト 

これからの日本人にとって「よい食」と

は何かを、日本の農家と JA グループ、消

費者、協力会社・団体のみんなで一緒にな

って考え、行動していく運動です。 

国内基準

ＪＡバンク

基準 
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■ 貸借対照表                  ■ 損益計算書    

              

         

 
 
 

 

 

■ 金融再生法開示債権 (単体) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   目 金額 科   目 金額 

(資産の部)  (負債の部) 

1. 信用事業資産 125,337 1. 信用事業負債 123,316

２. 共済事業資産 33 2. 共済事業負債 531

3. 経済事業資産 89 3. 経済事業負債 74

4. 雑 資 産 384 4. 雑 負 債 406

5. 固 定 資 産 2,092 5. 諸 引 当 金 192

6. 外 部 出 資 4,803 6 繰延税金負債 11

   
負債の部合計 124,533

   
(純資産の部) 

   
1. 組 合 員 資 本 8,046

    
 

  (1)出 資 金 885

    
 

  (2)利 益 剰 余 金 7,167

    
 

  (3)処分未済持分 △6

    
 

2. 評価・換算差額等 161

    
 

純資産の部合計 8,207

資産の部合計 132,741 負債及び純資産の部合計 132,741

科   目 金額 

1. 事業総利益 1,025

  信用事業総利益 575

  共済事業総利益 333

  経済事業総利益 130

  その他の事業総利益 △13

2. 事業管理費 904

3. 事業利益 120

  事 業 外 収 益 84

  事 業 外 費 用 3

4. 経常利益 201

  特 別 損 失 0

5. 税引前当期利益 201

  法人税、住民税及び事業税 57

  当期剰余金 143

  当期首繰越剰余金 187

  当期未処分剰余金 330

債 権 区 分 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 906 860 △46

危 険 債 権 286 280 △6

要 管 理 債 権 － － －

小  計 1,193 1,140 △52

正 常 債 権 29,080 28,684 △395

合  計 30,273 29,825 △448

(注) 上記の債権区分は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」(平成 10

年法律第 132 号)第 6 条に基づき、債務者の財政状態及び経営成績等を基礎とし

て、次のとおり区分したものです。なお、当ＪＡは同法の対象とはなっていませ

んが、参考として同法の定める基準に従い債権額を掲載しています。 

①破産更生債権及びこれらに準ずる債権：法的破綻等による経営破綻に陥

っている債務者に対する債権 

②危険債権：経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本及び利

息の回収ができない可能性の高い債権 

③要管理債権：3 か月以上延滞貸出債権及び条件緩和貸出債権 

④正常債権：上記以外の債権 

(単位：百万円) 

平成 27 年 3 月 1 日から 

平成 27 年 8 月 31 日まで 
(単位：百万円) 

(単位：百万円) 

平成 27 年 8 月 31 日 現在 

区分別金融再生法開示債権 

の割合 (平成 27 年８月末) 

正常債権 

96.18％ 

正常債権以外

3.82％ 
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□ 地域からの資金調達の状況 

① 貯金残高 

組合員をはじめ、地域利用者の皆さまの大切な財産(貯金)を、お預かりしています。 

   (単位：百万円) 

項  目 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

貯  金  合  計 122,621 123,036 415

 

流 動 性 貯 金 56,089 57,054 964

定 期 性 貯 金 62,113 61,766 △346

定 期 積 金 4,418 4,215 △203

 

② 貯金商品 

 
種  類 期 間 お預入限度額 ご利用いただける方 

年金ふれあい定期積金 
1 年以上 
5 年以内 

3,000 円以上(払込金額) 
200 万円以内(払込総額) 

・当ＪＡに年金振込口座を指定されている方 
・新たに当ＪＡに年金振込口座を指定された方 

年金ふれあい定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

1 万円以上 200 万円以内 
・当ＪＡに年金振込口座を指定されている方 
・新たに当ＪＡに年金振込口座を指定された方 

セカンドライフ定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

100 万円以上 3,000 万円未満
で、退職金お受取金額まで 

・組合員及び組合員家族で退職金を新たにご入金
された個人の方(当ＪＡ以外でお受取の退職金も
対象となります。) 

・お一人さま 1 回限りのご利用とさせていただき
ます。 

子育て応援定期積金 
1 年以上 
5 年以内 

3,000 円以上(払込金額) 
200 万円以内(払込総額) 

・18 歳未満のお子様を 1 名以上養育されている
扶養者で、かつその扶養者とお子様の住所が同
一である世帯の方 

・妊娠中の方またはその配偶者 

子育て応援定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

1 万円以上 200 万円以内 

・18 歳未満のお子様を 1 名以上養育されている
扶養者で、かつその扶養者とお子様の住所が同
一である世帯の方 

・妊娠中の方またはその配偶者 

※お取扱い期間：平成 27 年 3 月 1 日～平成 28 年 2 月 29 日 

□ 地域への資金供給の状況 

① 貸出金残高 

 豊かな暮らしの実現や地域社会の発展のため、皆さまの農業を始めとする事業資金や住

宅取得等の生活資金をご融資しています。 

    

項  目 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

貸  出  金  合  計 30,192 29,765 △427

 組 合 員 18,762 18,286 △476

地 方 公 共 団 体 等 6,245 6,311 66

金 融 機 関 2,400 2,400 －

そ の 他 事 業 者 等 2,783 2,767 △16

② 農業制度資金 

農業制度資金とは、農業者が規模拡大や経営改善を図ろうとする場合や、農業経

営を開始するための施設の設置や機械を購入する場合などに必要な資金を低利で

利用できる融資制度です。  

農業制度資金には大きく分けて、①かながわ都市農業推進資金、②就農支援資金、

③日本政策金融公庫資金の 3 種類があります。 
 

③ 融資商品 

 当ＪＡでは、住宅ローン、マイカーローン、教育ローン、事業資金など組合員をはじめ地域の皆さまの暮らしや事業に必要な資

金をご融資しています。また、農業者の皆さまには、農機ハウスローン、アグリマイティー資金などをご用意しています。詳しく

は最寄りの支所(店)または、当ＪＡのホームページをご覧ください。 

平成 27 年 8 月末 

  農業制度資金合計 4

  かながわ都市農業推進資金 1

  就農支援資金 3

農業制度資金のご融資残高 
(単位：百万円) 

貸出金相手先構成比 
(平成 27 年８月末) 

組合員 

61.43% 地方公共団体等 

21.21% 

金融機関 

8.06% 

その他事業者等 

9.30% 
(単位：百万円) 

流動性貯金 

46.37% 
定期性貯金 

50.20% 

定期積金 

3.43% 

貯金内訳構成比 
(平成 27 年８月末) 

　総合口座、普通貯金、スーパー定期積金、定期貯金など各種の貯金等を取り扱っています。目的・期間・金額にあわせて、ご利用くだ

さい。また、次のような金利上乗せ定期貯金・定期積金も取り扱っています。詳しくは最寄りの支所(店)でおたずねください。  
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■ 食農教育活動 

■ 地域とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

年金相談会 
開催日 開催店舗 開催日 開催店舗 

11 月 15 日(日) 

中 野 支 所 
相模湖支所 
原 宿 支 店 

平成 28 年 

1 月 24 日(日) 

中 野 支 所 
青野原支所 
藤 野 支 所 

12 月 13 日(日) 

串 川 支 所 
内 郷 支 所 
川 尻 支 所 

平成 28 年 

2 月 21 日(日) 

串 川 支 所 
相模湖支所 
原 宿 支 店 

県下統一ローン相談会 
開催日 開催店舗 開催日 開催店舗 

平成 28 年 

1 月 23 日(土) 
原 宿 支 店 

平成 28 年 

1 月 24 日(日) 
中 野 支 所 

① 文化的・社会的貢献に関すること 

当ＪＡは、振り込め詐欺や強盗事件を未然に防ぐことを目的に、ＪＡ各支所(店)

で『防犯訓練』を実施し、職員の意識向上や防犯体制の強化に努めています。ま

た、渉外活動等の中で地域を回るＪＡ車両は、子供たちが犯罪に巻き込まれる事

を防止するだけでなく、近隣との交流が少ない高齢者や障害者の方へ、声掛けや

見守りを行う「地域の見守り活動」に関する協定を神奈川県、相模原市と結んで

います。 

ＪＡ家庭菜園指導員や青壮年部員の協力により、野菜などの栽培講習会や技

術指導を行っています。また、学校農園巡回学習会を開催し、次世代を担う子

どもたちに、土に触れ作物を育て収穫体験する食農教育をすすめています。 

「食」の大切さを通じ農業の理解を深めています。 

地域農業の活性化を図るため農業セミナーを毎月開催するほか、ＪＡの試験圃

場を利用し農業機械器具講習会の実施や農業者との意見交換会を行っています。

また、6 次産業化・特産品づくりを進め、地元の農畜産物を使用した地場産加

工品を販売しています。 

ＪＡまつりやファーマーズマーケット『あぐりんず つくい』等のイベント

を通じ、地域交流につとめています。また、女性部が行うペットボトルキャ

ップ回収運動など、各店舗窓口に回収箱を設置し活動を応援しています。 

お気軽にご相談ください。 

○ 結婚相談会 (毎月開催) 

○ 無料法律相談 (毎月開催) 

○ 年金無料相談会 

○ 年金・社会保険セミナー  

○ 県下統一ローン相談会 

○ 相続・遺言セミナー 

○ 女性のための年金セミナー 
※受付時間は午前９時から午後３時となります。詳しくは最寄りの支所(店)へお問い合わせください。 

※当ＪＡのホームページから年金相談会・県下統一ローン相談会の予約ができます。 

■ 相談活動 

■ 農業振興活動 

■ その他の活動 

■ 平成 27 年 11 月以降の年金・県下統一ローン相談会実施予定

■ 地域貢献活動・高齢者福祉活動 

各種地場産加工品 

苗の観察をする児童 

多くの利用客で盛り上がりを見せる 

「あぐりんず つくい」 
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振り込め詐欺防止で 

警察署から感謝状を受け取る組合長 

 

■ 年金友の会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用者ネットワーク化への取り組み 

ＪＡで年金振込をご利用いただいている受給者を対象に「年金友の会」を

組織しています。旅行やゲートボール大会、グラウンドゴルフ大会などを企

画・実施し会員の皆さまの親睦や健康増進を図っています。 

 

農業の担い手として地域農業の振興を図り、食農教育や営農農政活動を通

じて、農業や地域社会の発展に向けて活動しています。 

女性部は、部員相互の交流を通じ明るく豊かな生活を築くことを目的に、

生活文化活動や健康管理活動等に取り組んでいます。 

子育て支援教室を毎月開催するなど、新しい取り組みや仲間づくりを積

極的に行っています。 

□ 広報紙「ＪＡつくいぐん」の発行 

ＪＡからのお知らせや組合員・地域などに関する様々な話題を提供しています。 

□ ホームページ 

事業案内や商品のキャンペーン情報のほか、くらしに役立つ情報やつくいの農業に

関する情報などを提供しています。ＪＡ津久井郡の最新情報をご覧ください。 

(平成 27 年 8 月 31 日現在 会員数 30 名) ■ わかくさ会 ■ わかくさ会 

ホームヘルパーの有資格者で組織する助け合い組織「わかくさ会」の会員は、食事会やレクリエーションにより楽しい

１日を過ごすミニサービスなど、地域のボランティアとして活躍しています。当ＪＡはこの活動を支援しています。 

(平成 27 年 8 月 31 日現在 会員数 1,809 名) 

(平成 27 年 8 月 31 日現在 部員数 32 名) 

(平成 27 年 8 月 31 日現在 部員数 456 名) ■ 女性部 

■ 青壮年部 

■ 情報提供活動 

趣向を凝らした様々な工作が人気を呼び 

参加者が増加している子育て支援教室 

打球の行方を見守る参加者 

□ ＪＡ提供のテレビ・ラジオ番組に協力 

ｔｖｋテレビの「かながわ旬菜ナビ」、ＦＭヨコハマ「ＪＡ Ｆｒｅｓｈ Ｍａｒｋ

ｅｔ」の企画に協力し、地域農業や観光スポットなどを紹介しています。 

□ ディスクロージャー誌の発行 

当ＪＡの主な事業内容や組織概況、経営状況などについて、より多くの方にご理解

をいただけるよう、わかりやすく編集したディスクロージャー誌を発行しています。
「ＦＭヨコハマ」の取材を受ける職員 

青壮年部員と農業体験 
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■ 貸借対照表                  ■ 損益計算書    

              

         

 
 
 

 

 

■ 金融再生法開示債権 (単体) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   目 金額 科   目 金額 

(資産の部)  (負債の部) 

1. 信用事業資産 125,337 1. 信用事業負債 123,316

２. 共済事業資産 33 2. 共済事業負債 531

3. 経済事業資産 89 3. 経済事業負債 74

4. 雑 資 産 384 4. 雑 負 債 406

5. 固 定 資 産 2,092 5. 諸 引 当 金 192

6. 外 部 出 資 4,803 6 繰延税金負債 11

   
負債の部合計 124,533

   
(純資産の部) 

   
1. 組 合 員 資 本 8,046

    
 

  (1)出 資 金 885

    
 

  (2)利 益 剰 余 金 7,167

    
 

  (3)処分未済持分 △6

    
 

2. 評価・換算差額等 161

    
 

純資産の部合計 8,207

資産の部合計 132,741 負債及び純資産の部合計 132,741

科   目 金額 

1. 事業総利益 1,025

  信用事業総利益 575

  共済事業総利益 333

  経済事業総利益 130

  その他の事業総利益 △13

2. 事業管理費 904

3. 事業利益 120

  事 業 外 収 益 84

  事 業 外 費 用 3

4. 経常利益 201

  特 別 損 失 0

5. 税引前当期利益 201

  法人税、住民税及び事業税 57

  当期剰余金 143

  当期首繰越剰余金 187

  当期未処分剰余金 330

債 権 区 分 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 906 860 △46

危 険 債 権 286 280 △6

要 管 理 債 権 － － －

小  計 1,193 1,140 △52

正 常 債 権 29,080 28,684 △395

合  計 30,273 29,825 △448

(注) 上記の債権区分は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」(平成 10

年法律第 132 号)第 6 条に基づき、債務者の財政状態及び経営成績等を基礎とし

て、次のとおり区分したものです。なお、当ＪＡは同法の対象とはなっていませ

んが、参考として同法の定める基準に従い債権額を掲載しています。 

①破産更生債権及びこれらに準ずる債権：法的破綻等による経営破綻に陥

っている債務者に対する債権 

②危険債権：経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本及び利

息の回収ができない可能性の高い債権 

③要管理債権：3 か月以上延滞貸出債権及び条件緩和貸出債権 

④正常債権：上記以外の債権 

(単位：百万円) 

平成 27 年 3 月 1 日から 

平成 27 年 8 月 31 日まで 
(単位：百万円) 

(単位：百万円) 

平成 27 年 8 月 31 日 現在 

区分別金融再生法開示債権 

の割合 (平成 27 年８月末) 

正常債権 

96.18％ 

正常債権以外

3.82％ 
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□ 地域からの資金調達の状況 

① 貯金残高 

組合員をはじめ、地域利用者の皆さまの大切な財産(貯金)を、お預かりしています。 

   (単位：百万円) 

項  目 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

貯  金  合  計 122,621 123,036 415

 

流 動 性 貯 金 56,089 57,054 964

定 期 性 貯 金 62,113 61,766 △346

定 期 積 金 4,418 4,215 △203

 

② 貯金商品 

 
種  類 期 間 お預入限度額 ご利用いただける方 

年金ふれあい定期積金 
1 年以上 
5 年以内 

3,000 円以上(払込金額) 
200 万円以内(払込総額) 

・当ＪＡに年金振込口座を指定されている方 
・新たに当ＪＡに年金振込口座を指定された方 

年金ふれあい定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

1 万円以上 200 万円以内 
・当ＪＡに年金振込口座を指定されている方 
・新たに当ＪＡに年金振込口座を指定された方 

セカンドライフ定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

100 万円以上 3,000 万円未満
で、退職金お受取金額まで 

・組合員及び組合員家族で退職金を新たにご入金
された個人の方(当ＪＡ以外でお受取の退職金も
対象となります。) 

・お一人さま 1 回限りのご利用とさせていただき
ます。 

子育て応援定期積金 
1 年以上 
5 年以内 

3,000 円以上(払込金額) 
200 万円以内(払込総額) 

・18 歳未満のお子様を 1 名以上養育されている
扶養者で、かつその扶養者とお子様の住所が同
一である世帯の方 

・妊娠中の方またはその配偶者 

子育て応援定期貯金 
1 年 
(自動継続) 

1 万円以上 200 万円以内 

・18 歳未満のお子様を 1 名以上養育されている
扶養者で、かつその扶養者とお子様の住所が同
一である世帯の方 

・妊娠中の方またはその配偶者 

※お取扱い期間：平成 27 年 3 月 1 日～平成 28 年 2 月 29 日 

□ 地域への資金供給の状況 

① 貸出金残高 

 豊かな暮らしの実現や地域社会の発展のため、皆さまの農業を始めとする事業資金や住

宅取得等の生活資金をご融資しています。 

    

項  目 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 増 減 

貸  出  金  合  計 30,192 29,765 △427

 組 合 員 18,762 18,286 △476

地 方 公 共 団 体 等 6,245 6,311 66

金 融 機 関 2,400 2,400 －

そ の 他 事 業 者 等 2,783 2,767 △16

② 農業制度資金 

農業制度資金とは、農業者が規模拡大や経営改善を図ろうとする場合や、農業経

営を開始するための施設の設置や機械を購入する場合などに必要な資金を低利で

利用できる融資制度です。  

農業制度資金には大きく分けて、①かながわ都市農業推進資金、②就農支援資金、

③日本政策金融公庫資金の 3 種類があります。 
 

③ 融資商品 

 当ＪＡでは、住宅ローン、マイカーローン、教育ローン、事業資金など組合員をはじめ地域の皆さまの暮らしや事業に必要な資

金をご融資しています。また、農業者の皆さまには、農機ハウスローン、アグリマイティー資金などをご用意しています。詳しく

は最寄りの支所(店)または、当ＪＡのホームページをご覧ください。 

平成 27 年 8 月末 

  農業制度資金合計 4

  かながわ都市農業推進資金 1

  就農支援資金 3

農業制度資金のご融資残高 
(単位：百万円) 

貸出金相手先構成比 
(平成 27 年８月末) 

組合員 

61.43% 地方公共団体等 

21.21% 

金融機関 

8.06% 

その他事業者等 

9.30% 
(単位：百万円) 

流動性貯金 

46.37% 
定期性貯金 

50.20% 

定期積金 

3.43% 

貯金内訳構成比 
(平成 27 年８月末) 

　総合口座、普通貯金、スーパー定期積金、定期貯金など各種の貯金等を取り扱っています。目的・期間・金額にあわせて、ご利用くだ

さい。また、次のような金利上乗せ定期貯金・定期積金も取り扱っています。詳しくは最寄りの支所(店)でおたずねください。  
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■ 経営理念 

～ わたしたちは、農業の発展を通じて 

          豊かな地域社会の実現に貢献します ～ 

 

わたしたちの使命は、ここに集う組合員のこころと生活を豊かにすることです。このため、農業協同組合の特性を

生かして、農業を基軸とした様々な活動に取り組みます。 

そして、組合員の繁栄は地域社会と共有され、明るい未来へつながるものと信じています。 

経済的な豊かさ・こころの豊かさを、すべてのひとびとが分かち合う公平な地域社会が実現すること、それがわた

したち JA 津久井郡の願いです。 

 

■ トピックス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域貢献活動 

 

■ 全般に関する事項 

 

 

 

 

                  

 

 

 

(単位：千円・人) 

項  目 
平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

組合員数 出資金 組合員数 出資金 

正 組 合 員 3,332 408,900 3,321 406,307

准 組 合 員 8,150 470,224 8,219 469,135

脱 退 者 － － (44) 3,852

処 分 未 済 持 分 － 7,257 － 6,687

合   計 11,482 886,381 11,540 885,981

□ 組合員・出資金 

□ ＪＡ津久井郡「自己改革プラン」を策定 

当ＪＡでは、ＪＡグループが掲げた基本目標である「農業者の所得増大」、「農業

生産の拡大」、「地域の活性化」の実現に向け、支部座談会や各種組織討議による組

合員の声や地域情勢を反映した「自己改革プラン」を策定いたしました。なお、重

点取り組み項目は右記のとおりです。 

正組合員 

28.78% 

准組合員 

71.22% 

正・准組合員比 

■重点項目として取り組むこと 

・営農指導体制の確立 

・販売事業の強化 

・生産購買事業の強化・再構築 

・地域の活性化 

・業務執行体制の見直し 

ＪＡ津久井郡は、相模原市のうち西部(旧津久井郡)を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合

員となり、「相互扶助」(お互いに助け合い、お互いに発展していくこと)を共通の理念として運営される協同組織で

あり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。 

当ＪＡは地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活動を展開しています。

また、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や

助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

□ 通常総代会 

平成 27 年５月 16 日に第 56 回通常総代会が開催されました。総代 524 名が

出席し、平成 26 年度事業報告や剰余金処分案、平成 27 年度事業計画の設定につ

いて、賦課金の賦課徴収や役員報酬の決定など、全７議案が原案通り可決決定しま

した。 

第 56 回通常総代会

 
(平成 27 年８月末) 
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■ 単体自己資本比率 

 

平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

20.55 ％ 19.86 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 主要勘定の状況 

 

科  目 平成 26 年 8 月末 平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 計画対比 

貯    金 124,354 122,621 123,036 99.30

貸  出  金 30,741 30,192 29,765 99.92

預  け  金 81,836 80,809 81,606 98.93

有 価 証 券 14,270 13,919 13,884 102.12

 

■ 有価証券の時価情報 

 

種  類 
平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

帳簿価額 時 価 評価損益 帳簿価額 時 価 評価損益 

売 買 目 的 － － － － － －

満 期 保 有 目 的 8,329 8,754 424 8,329 8,689 359

そ の 他 5,343 5,589 246 5,332 5,555 222

合  計 13,672 14,344 671 13,662 14,244 582

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己資本比率の基準 

国 内 基 準 …４％以上 

(国内だけで事業を行う金融機関の法的基準) 

国際統一基準…８％以上 

(海外営業拠点を有する金融機関の法的基準) 

JA は国内基準の『４％以上』に該当しますが、自主ルール(JA

バンク基準)により『８％以上』とグループ独自のハードルを

設定しています。 

(単位：百万円) 

(単位：百万円・％) 

(注) １．平成 18 年 3 月 28 日金融庁・農林水産省告示 2 号「農業協同

組合等がその経営の健全性を判断するための基準」に定められた

算式に基づき算出しています。 

    ２．平成 27 年 8 月末の自己資本比率算定上、期末の外部流出予定

額は未定であることから控除していません。 

（注） １．8 月末の有価証券の時価は 8 月末日における市場価格等に基づく時価としています。 

２．帳簿価額は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券またはその他目的有価証券については償却原価適用

後、減損適用後の帳簿価額を記載しています。 

(単位：％) 

19.86 20.55 

平成 27 年 2 月末 平成 27 年 8 月末 

（注） 計画対比は、年間計画と平成 27 年８月末実績との対比となります。 

みんなのよい食プロジェクト 

これからの日本人にとって「よい食」と

は何かを、日本の農家と JA グループ、消

費者、協力会社・団体のみんなで一緒にな

って考え、行動していく運動です。 

国内基準

ＪＡバンク

基準 
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ᑄ体С (平成ࡃ ■  27 年 10 月 31 日現在) 

 

ᑄ 名 ᣁ ̝ 番 ӭ ˰     ৑ ᩓ ࡃ 話 番 ӭ ͳ     ᎋ 

ஜ   ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 550 042-784-1321  

߷ ހ 支 ৑ 252-0104 ዯғ 向Ҿ 1-4-11 042-782-2403 Ａ᳎Ｍ１Ө 

Ҿ ܿ 支  ዯғ Ҿܿ 3-2-5 042-782-8501 Ａ᳎Ｍ１Ө 252-0102 ࡃ

ɶ ᣼ 支 ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 550 042-784-1326 Ａ᳎ＭᲬӨ 

ɸ ߷ 支 ৑ 252-0154 ዯғ ᧈᇦ 795-1 042-784-3131 Ａ᳎Ｍ１Ө 

青 ᣼ Ҿ 支 ৑ 252-0161 ዯғ 青᣼Ҿ 1612 042-787-0003 Ａ᳎Ｍ１Ө 

内 ᣂ 支 ৑ 252-0175 ዯғ ᒉ௶ 989 042-685-0211 Ａ᳎Ｍ１Ө 

相 ೉ ฯ 支 ৑ 252-0172 ዯғ ɨແஜထ 3 042-684-2525 Ａ᳎Ｍ１Ө 

ᕲ ᣼ 支 ৑ 252-0184 ዯғ ݱณ 1687-4 042-687-4511 Ａ᳎Ｍ１Ө 

ཊ ᣼ 支 ৑ 252-0186 ዯғ ཊ᣼ 4229-1 042-689-2311 Ａ᳎Ｍ１Ө 

Ʀの˂事業৑ 

ＪＡᅦᅍƪǎうおう᫾ 

ƾǕƋい支援ǻンǿー 
252-0159 ዯғ ɤȶங 308-1 042-784-1213 介ᜱ事業৑ 

Ƌ ぐ り ん ƣ つ く い 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 625-1 

Ⴚ٥৑ 

農အငཋႺ٥ 

生င資材ᝤ٥ 

042-850-4183 

資材᫾ 

042-780-0850 

ᕲ ᣼ ט ᑸ ǻ ン ǿ ー 252-0185 ዯғ 日ᡲ 620 042-686-7431  

Ｊ Ａ 会 ᫾ 252-0105 ዯғ 久̬එ 3-1-4 042-783-6001 ᔀᅛ 

子会社 (ఇ)郡農င業 

ஜ 社 252-0152 ዯғ ٽ井 139-5 042-784-1011  

ɶ ᣼ 給 ඗ ৑ 252-0157 ዯғ ɶ᣼ 981 042-784-2637  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

Ფᚡ᠍した金᫇は、ᘙᅆҥˮச฼をЏりਾてᘙᅆしておりますので、合ᚘとɟᐲしないئ合がƋります。 

Ფ金᫇については、Ცόのئ合は「Ყ」、ᘙᅆҥˮச฼のᇢ数がƋるئ合は「Ც」でᘙᚡしています。 

 
 
 
 

発行Ჴ津久井郡農業協ӷ組合 

Ƅ252-0157 ᅕډ߷Ⴤ相೉Ҿࠊዯғɶ᣼ 550   

TEL 042-784-1321 / FAX 042-784-1322 

ホームページ http://www.jakanagawa.gr.jp/tsukui/ 

σฎ事業についての相ᛩᆸӝは・・・ 

JA σฎ相ᛩ受˄ǻンǿー 

(μ׎σฎ農業協ӷ組合ᡲ合会μ׎ஜ部内) 

ᩓ話ᲴᲪ１ᲬᲪᲧᲯᲭᲰᲧᲪᲳᲭ  

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ 

日・ᅔᅛ日およびם) 12 月 29 日᳸1 月 3 日をᨊく) 

̮用事業についての相ᛩᆸӝは・・・ 

ᅕډ߷Ⴤ JA Ȑンク相ᛩ৑ 

(ᅕډ߷Ⴤ農業協ӷ組合ɶځ会内) 

ᩓ話ᲴᲪᲮᲯᲧᲰᲲᲪᲧᲭᲪᲱᲳ  

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ 

(JA の˞業日をᨊƖます) 

ＪＡ津久井郡はおܲ様の٣をᛗ実に受けഥǊます 

ＪＡ津久井郡では、組合員・利用者の皆さまにご฼ឱいただけますよう日᪭から࣎がけておりますが、当ＪＡの業Ѧ活動につ

いてごɧ฼をज़じましたら、最݃りの支৑(ࡃ)またはஜ৑相ᛩᆸӝ(リスク管理ᛢ)までおဎしЈください。 

当ＪＡは、よりɟޖの「̮᫂」と「࣎ܤ」をおފけするたǊ、おܲ様の٣をᛗ実に受けഥǊます。 

JA 津久井郡 ዮѦ部 リスク管理ᛢ 

ᩓ話ᲴᲪᲮᲬᲧᲱᲲᲮᲧᲳᲪ１Ხ  

ᩓ子ȡールᲴLC�VUWMWK�TKUWMW"ON�MP�LC�QT�LR 

受˄଺間ᲴҜЭᲳ଺ ᳸ ҜࢸᲯ଺ (ＪＡの˞業日をᨊƖます) 


